

























































































６．テスト 20 をクリア、あるいはテスト 20 の分
野の復習を終了した時点で「総合テスト 02」
を配信する。
昨年度までは総合テスト 01 と総合テスト 02 はテ
スト 20 の分野の学習を終了してから配信してい










































































していないが、2019 年 12 月 3 日から 12 月 9 日に
本学キャリアサポート部が株式会社マイナビの実





　実際の受験者は 2 学科計 344 名で受験率は
95.6% である。この模擬試験の結果を前年と比較
昨年度までは総合テスト 01 と総合テスト 02 はテスト 20 の分野の学習を終了してから配
































を学習に充てることはできない め、実際にはこの時間を 50点にするにはか りの課外学
習が必要になる。 
伸び率に関する点 Yは次のように計算する。 





0 (𝑥𝑥 < 0)
           𝑥𝑥 (0 ≤ 𝑥𝑥 ≤ 20)















昨年度同様、本稿執筆時点ではまだ授業は終了していないが、2019年 12月 3日から 12
月 9 日にキャリアサポート部が株式会社マイナビの実施するマイナビ 2021 内の全国一斉
WEB模擬テスト（以下、マイナビ模試とする）を就職活動実践演習という授業で総合ビジ
ネス・情報学科と生活プロデュース学科の 1年生を対象として受験させた。 






4.2 前期 SPIと後期 SPIの平均値推移 
前期 SPIの数理問題の満点は 50点、後期 SPIの満点は 100点であるため、前期 SPIの
数理の点数は 2倍している。平均点は 21.3点上昇している。昨年度が 4.2点で、学習によ
る効果を考慮するとほとんど同じレベルの問題と考えられたが、今年度については前期 SPI





0 (𝑥𝑥 < 0)
           𝑥𝑥 (0 ≤ 𝑥𝑥 ≤ 20)















昨年度同様、本稿執筆時点ではまだ授業は終了していないが、2019年 12月 3日から 12
月 9 日にキャリアサポート部が株式会社マイナビ 実施するマイナビ 2021 内の全国一斉
WEB模擬テスト（以下、マイナビ模試とする）を就職活動実践演習という授業で総合ビジ
ネス・情報学科と生活プロデュース学科の 1年生を対象として受験させた。 






4.2 前期 SPIと後期 SPIの平均値推移 
前期 SPIの数理問題の満点は 50点、後期 SPIの満点は 100点であるため、前期 SPIの









0 (𝑥𝑥 < 0)
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最後に 粗 Zは次のように計算する。 









昨年度同様、本稿執筆時点ではまだ授業は終了していないが、2019年 12月 3日から 12
月 9 日にキャリアサポート部が株式会社マイナビの実施するマイナビ 2021 内の全国一斉
WEB模擬テスト（以下、マイナビ模試とする）を就職活動実践演習という授業で総合ビジ
ネス・情報学科と生活プロデュース学科の 1年生を対象として受験させた。 






4.2 前期 SPIと後期 SPIの平均値推移 
前期 SPIの数理問題の満点は 50点、後期 SPIの満点は 100点であるため、前期 SPIの









0 (𝑥𝑥 < 0)
          𝑥𝑥 (0 ≤ 𝑥𝑥 ≤ 20)















昨年度同様、本稿執筆時点ではまだ授業は終了していないが、2019年 12月 3日から 12
月 9 日にキャリアサポート部が株式会社マイナビの実施するマイナビ 021 内の全国一斉
WEB模擬テスト（以下、マイナビ模試とする）を就職活動実践演習という授業で総合ビジ
ネス・情報学科と生活プロデュース学科の 1年生を対象として受験させた。 
実際の受験者は 2学科計 344名で受験率は 95.6%である。この模擬試験の結果を前年と
比較するため、1年前期の入学直後に実施されたプレイスメントテスト（以下、前期 SPIと
する）における数理問題（内容的には非言語と同じ）の結果がマイナビ模試（以下、後期 SPI
と ）の非言語分野 結果へどのように推移しているかを検証する。前期 SPI および後
期 SPIどちらかでも未受験者は検証の対象から外す。 
 
4.2 前期 SPIと後期 SPIの平均値推移 
前期 SPIの数理問題の満点は 50点、後期 SPIの満点は 100点であるため、前期 SPIの
数理の点数は 2倍している。平均点は 21.3点上昇している。昨年度が 4.2点で、学習によ
る効果を考慮するとほとんど同じレベルの問題と考えられたが、今年度については前期 SPI
Y =
𝐹𝐹(𝑃𝑃𝑎𝑎 𝑎𝑎𝑎𝑎 − 𝑃𝑃𝑏𝑏𝑎𝑎𝑎𝑎𝑏𝑏𝑎𝑎𝑎𝑎)





0 (𝑥𝑥 < 0)
  𝑥𝑥 (0 ≤ 𝑥𝑥 ≤ 20)















昨年度同様、本稿執筆時点ではまだ授業は終了していないが、2019年 12月 3日から 12
月 9 日にキャリアサポート部が株式会社マイナビの実施するマイナビ 2021 内の全国一斉
WEB模擬テスト（以下、マイナビ模試とする）を就職活動実践演習という授業で総合ビジ
ネス・情報学科と生活プロデュース学科の 1年生を対象として受験させた。 






4.2 前期 SPIと後期 SPIの平均値推移 
前期 SPIの数理問題の満点は 50点、後期 SPIの満点は 10 点であるため、前期 SPIの














3.2 前期 SPI と後期 SPI の平均値推移
　前期 SPI の数理問題の満点は 50 点、後期 SPI
の満点は 100 点であるため、前期 SPI の数理の点
数は 2 倍している。今年度の後期 SPI の平均点と
前期 SPI の平均点の差は 21.3 点である。昨年度に
ついてはこの差は 4.2 点であった。素点の伸び幅
は大きいが、全国的に後期 SPI の平均点が 7.8 点
上昇しており、湘北短期大学全体でも 9.9 点上昇
している。湘北短期大学の非言語の偏差値は 43.7
から 45.6 へ 1.9 上昇しているが、昨年度より後期
SPI の問題が易しくなったのは間違いない。
　逆に前期 SPI については湘北短期大学の平均点






















表 1　前期 SPI と後期 SPI の平均点の変化 (N=215)
前期 SPI 後期 SPI 平均値の差
平均 18.2 39.5 21.3
表 2　フィールド別の平均点の推移






(N=80） 39.3 18.3 18.0 7 83.8% 有
AF 
(N=16) 44.4 25.6 18.8 1 93.8% 有
SM 
(N=15) 28.7 13.1 15.6 5 80.0% 有
OF 
(N=39) 37.7 15.2 22.5 5 87.2% 有
TB 
(N=36) 38.6 17.6 21 1 80.6% 有
PG 
(N=11) 49.1 25 24.1 2 100% 有
MD 
(N=18) 45.6 18.9 26.7 1 100% 有
（BI= ビジネス情報、AF= 経理金融、SM= ショップマネジメン





































図 2 オフィスフィールドの散布図 















































図 2 オフィスフィールドの散布図 










































SPI の点数、縦軸に後期 SPI の点数をとることで、点数がどのように推移したかがわかる。 
図３から図５はすららで学習した３つのフィールドの散布図を示す。いずれのフィール
ドでも後期 SPI の点数が前期 SPI の点数を下回った学生はいない。 
表 3 は散布図の回帰曲線の傾き、切片と決定係数（R2値）である。また、20 点以下の点
数の人数とその率も示している。すららでの授業を実施した経理金融（AF）、IT プログラ





とすべての学生が 30 点以上であり、IT メディアデザインフィールドの学生においては、後




































図 5 IT メディアデザインフィールドの散布図 
 
 











































傾き 切片 R2 20 点以下 20 点以下率
BI（N=80） 0.89 23.2 0.19 21 人 26%
AF（N=16） 0.74 26.1 0.32 1 人 6%
SM（N=15） 0.55 21.4 0.04 6 人 40%
OF（N=39） 0.38 31.2 0.04 7 人 18%
TB（N=36） 0.46 30.5 0.11 5 人 14%
PG（N=11） 0.80 28.7 0.45 1 人 9%
















生が 30 点以上であり、IT メディアデザインフィー






































図 5 IT メディアデザインフィールドの散布図 
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Effects of adaptive learning including students without PCs
Taisuke UTSUMI
【abstract】
     In these 20 years, the decline in basic academic ability at universities has been pointed out in many places. 
In response to this indication, it was shown how the score in the SPI non-language field improved between the 
regular class using paper text and the class using the e-Learning system that realized adaptive individual learning 
last year. As a result, it was found that students who took classes using the e-Learning system generally scored 
higher than those who did not. Students who used the e-Learning system were always carrying PCs. Verifying 
whether carrying PCs had a significant effect on scoring is an important issue in expanding e-Learning widely.
【key words】
Adaptive Learning,  No grade system
